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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月26日(2009.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ

【化１】

［式中、
Ａは、Ｃ1～Ｃ4－アルキレン又はＣ3～Ｃ7－シクロアルキレンであり、
Ｒ１は、フェニル、Ｒ２及び／又はＲ３で置換されたフェニル、Ｈａｒ１又は、Ｒ４及び
／又はＲ５で置換されたＨａｒ１であり、
Ｒ１１は、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はＣ1～Ｃ4－アルコキシであり、その
際、
Ｒ２は、シアノ、ハロゲン、カルボキシル、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ
、アミノカルボニル、モノ－もしくはジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノカルボニル、Ｃ1～
Ｃ4－アルキルカルボニルアミノ、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシカルボニル、アミノ、モノ－も
しくはジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノ、トリフルオロメチル、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ4－
アルキルスルホニルアミノ、フェニルスルホニルアミノ、フェニル－Ｃ1～Ｃ4－アルコキ
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シ又は－ＳＯ2－Ｎ（Ｒ２１）Ｒ２２であり、その際、
Ｒ２１は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ3～Ｃ7－シクロアルキル、フェニル－Ｃ1～Ｃ4

－アルキル、Ｈａｒ２－Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ヒドロキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～
Ｃ4－アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、フェニル、ピリジル又はＲ２１１及び／又はＲ
２１２で置換されたフェニルであり、その際、
Ｈａｒ２は、ピリジル、チエニル、フリル又はテトラヒドロフリルであり、
Ｒ２１１は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ又はモノ－もしくは
ジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノであり、
Ｒ２１２は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はハロゲンであり、
Ｒ２２は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ヒドロキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル又はＣ1～Ｃ4－
アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキルであるか、又は
Ｒ２１及びＲ２２は、一緒になって、それらが結合される窒素原子を含んで、複素環式の
環Ｈｅｔ１を形成し、その際、
Ｈｅｔ１は、第一の構成成分と、場合により該第一の構成成分に縮合された第二の構成成
分とから構成される、完全飽和もしくは部分不飽和の単環式もしくは縮合二環式の環もし
くは環系であり、前記の第一の構成成分は、３員ないし７員の単環式の完全飽和の非芳香
族の複素環式の環Ｂであり、該複素環式の環Ｂは、窒素、酸素及び硫黄から無関係に選択
される１～３個のヘテロ原子を有し、かつ該複素環式の環Ｂは、１もしくは２個のオキソ
基によって置換されていてよく、かつ前記の第二の構成成分は、ベンゼン環であり、かつ
前記の環Ｈｅｔ１は、Ｒ２３によって環炭素原子上で置換されていてよい及び／又は前記
の環Ｈｅｔ１は、Ｒ２４によって更なる環炭素原子上で置換されていてよい及び／又は前
記の環Ｈｅｔ１は、エチレンジオキシ基によって環炭素原子上で置換されていてよい及び
／又は前記の環Ｈｅｔ１は、Ｒ２５によって環窒素原子上で置換されていてよく、その際
、
Ｒ２３は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ又はフェニルカルボニルであり、
Ｒ２４は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はＣ1～Ｃ4－アルコキシであり、
Ｒ２５は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、フェニル－Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルキルカ
ルボニル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、モノ－もしくはジ－Ｃ1～Ｃ4－
アルキルアミノ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、フェニル、ピリミジル、ピリジル、ホルミル、Ｃ

3～Ｃ7－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ7－シクロアルキルメチル又はＲ２５１及び／又はＲ２
５２で置換されたフェニルであり、その際、
Ｒ２５１は、ハロゲン、シアノ又はＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｒ２５２は、ハロゲン又はＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｒ３は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ハロゲン、トリフルオロメチル、Ｃ1～Ｃ4－アルコ
キシ又は完全にもしくは大部分がフッ素で置換されたＣ1～Ｃ4－アルコキシであり、
Ｈａｒ１は、親分子基に環炭素原子を介して結合されており、かつ窒素、酸素及び硫黄か
らなる群からそれぞれ選択される１～３個のヘテロ原子を有する、単環式のもしくは縮合
二環式の５員ないし１０員の不飽和もしくは部分飽和のヘテロアリール基であり、
Ｒ４は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ハロゲン、シアノ、トリフルオロメチル、フェニル、モノ
－もしくはジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノ、ホルミル、Ｃ1～Ｃ4－アルキルカルボニル、
カルボキシル又はＣ1～Ｃ4－アルコキシであり、
Ｒ５は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はハロゲンである］で示される化合物、それらのエナンチ
オマー並びにこれらの化合物及びエナンチオマーの塩。
【請求項２】
　式Ｉで示され、その式中、
Ａは、Ｃ1～Ｃ4－アルキレン又はＣ3～Ｃ7－シクロアルキレンであり、
Ｒ１は、フェニル、Ｒ２及び／又はＲ３で置換されたフェニル、Ｈａｒ１又は、Ｒ４及び
／又はＲ５で置換されたＨａｒ１であり、
Ｒ１１は、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はＣ1～Ｃ4－アルコキシであり、その
際、
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Ｒ２は、シアノ、ハロゲン、カルボキシル、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ
、アミノカルボニル、モノ－もしくはジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノカルボニル、Ｃ1～
Ｃ4－アルキルカルボニルアミノ、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシカルボニル、アミノ、モノ－も
しくはジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノ、トリフルオロメチル、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ4－
アルキルスルホニルアミノ、フェニルスルホニルアミノ、フェニル－Ｃ1～Ｃ4－アルコキ
シ又は－ＳＯ2－Ｎ（Ｒ２１）Ｒ２２であり、その際、
Ｒ２１は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ3～Ｃ7－シクロアルキル、フェニル－Ｃ1～Ｃ4

－アルキル、Ｈａｒ２－Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ヒドロキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～
Ｃ4－アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、フェニル、ピリジル又はＲ２１１及び／又はＲ
２１２で置換されたフェニルであり、その際、
Ｈａｒ２は、ピリジル、チエニル又はフリルであり、
Ｒ２１１は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ又はモノ－もしくは
ジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノであり、
Ｒ２１２は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はハロゲンであり、
Ｒ２２は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ヒドロキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル又はＣ1～Ｃ4－
アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキルであるか、又は
Ｒ２１及びＲ２２は、一緒になって、それらが結合される窒素原子を含んで、複素環式の
環Ｈｅｔ１を形成し、その際、
Ｈｅｔ１は、第一の構成成分と、場合により該第一の構成成分に縮合された第二の構成成
分とから構成される、完全飽和もしくは部分不飽和の単環式もしくは縮合二環式の環もし
くは環系であり、前記の第一の構成成分は、３員ないし７員の単環式の完全飽和の非芳香
族の複素環式の環Ｂであり、該複素環式の環Ｂは、窒素、酸素及び硫黄から無関係に選択
される１～３個のヘテロ原子を有し、かつ該複素環式の環Ｂは、１もしくは２個のオキソ
基によって置換されていてよく、かつ前記の第二の構成成分は、ベンゼン環であり、かつ
前記の環Ｈｅｔ１は、Ｒ２３によって環炭素原子上で置換されていてよい及び／又は前記
の環Ｈｅｔ１は、Ｒ２４によって更なる環炭素原子上で置換されていてよい及び／又は前
記の環Ｈｅｔ１は、エチレンジオキシ基によって環炭素原子上で置換されていてよい及び
／又は前記の環Ｈｅｔ１は、Ｒ２５によって環窒素原子上で置換されていてよく、その際
、
Ｒ２３は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ又はフェニルカルボニルであり、
Ｒ２４は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はＣ1～Ｃ4－アルコキシであり、
Ｒ２５は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、フェニル－Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルキルカ
ルボニル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、モノ－もしくはジ－Ｃ1～Ｃ4－
アルキルアミノ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、フェニル、ピリミジル、ピリジル、ホルミル、Ｃ

3～Ｃ7－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ7－シクロアルキルメチル又はＲ２５１及び／又はＲ２
５２で置換されたフェニルであり、その際、
Ｒ２５１は、ハロゲン、シアノ又はＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｒ２５２は、ハロゲン又はＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｒ３は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ハロゲン、トリフルオロメチル、Ｃ1～Ｃ4－アルコ
キシ又は完全にもしくは大部分がフッ素で置換されたＣ1～Ｃ4－アルコキシであり、
Ｈａｒ１は、親分子基に環炭素原子を介して結合されており、かつ窒素、酸素及び硫黄か
らなる群からそれぞれ選択される１～３個のヘテロ原子を有する、単環式のもしくは縮合
二環式の５員ないし１０員の不飽和もしくは部分飽和のヘテロアリール基であり、
Ｒ４は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ハロゲン、シアノ、トリフルオロメチル、フェニル、モノ
－もしくはジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノ、ホルミル、Ｃ1～Ｃ4－アルキルカルボニル、
カルボキシル又はＣ1～Ｃ4－アルコキシであり、
Ｒ５は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はハロゲンである、請求項１記載の化合物、それらのエナ
ンチオマー並びにこれらの化合物及びエナンチオマーの塩。
【請求項３】
　式Ｉで示され、その式中、
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Ａは、エチレン又はシクロプロピレンであり、
Ｒ１は、イミダゾピリジン骨格の６位に結合されており、かつフェニル、Ｒ２及び／又は
Ｒ３で置換されたフェニル又はＨａｒ１であり、
Ｒ１１は、水素であり、その際、
Ｒ２は、シアノ、ハロゲン、カルボキシル、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ
、アミノカルボニル、モノ－もしくはジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノカルボニル、Ｃ1～
Ｃ4－アルキルカルボニルアミノ、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシカルボニル、アミノ、モノ－も
しくはジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノ、トリフルオロメチル、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ4－
アルキルスルホニルアミノ、フェニルスルホニルアミノ、フェニル－Ｃ1～Ｃ4－アルコキ
シ又は－ＳＯ2－Ｎ（Ｒ２１）Ｒ２２であり、その際、
Ｒ２１は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ3～Ｃ7－シクロアルキル、フェニル－Ｃ1～Ｃ4

－アルキル、Ｈａｒ２－Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ヒドロキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～
Ｃ4－アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、フェニル、ピリジル又はＲ２１１及び／又はＲ
２１２で置換されたフェニルであり、その際、
Ｈａｒ２は、ピリジル、チエニル又はフリルであり、
Ｒ２１１は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ又はモノ－もしくは
ジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノであり、
Ｒ２１２は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はハロゲンであり、
Ｒ２２は、水素、ヒドロキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－
アルキル又はＣ1～Ｃ4－アルキルであるか、又は
Ｒ２１及びＲ２２は、一緒になって、それらが結合される窒素原子を含んで、複素環式の
環Ｈｅｔ１を形成し、その際、
Ｈｅｔ１は、ピペリジニル、ピロリジニル、アゼチジニル、モルホリニル、チオモルホリ
ニル、Ｓ－オキソ－チオモルホリニル又はＳ，Ｓ－ジオキソ－チオモルホリニル、又はイ
ンドリニル、イソインドリニル、１，２，３，４－テトラヒドロキノリニル又は１，２，
３，４－テトラヒドロイソキノリニル、又はピペラジニル又はホモピペラジニル、又は４
Ｎ－（Ｒ２５）－ピペラジニル又は４Ｎ－（Ｒ２５）－ホモピペラジニル、２－オキソピ
ロリジニル、２－オキソイミダゾリジニル、２－オキソピペリジニル、２，５－ジオキソ
ピロリジニル、２，５－ジオキソイミダゾリジニル、２，６－ジオキソピペリジニル、２
－オキソピペラジニル、２，６－ジオキソピペラジニル又は５－オキソ－１，４－ジアゼ
パニル、３－（Ｒ２５）－イミダゾリジン－２－オン－イル、３－（Ｒ２５）－イミダゾ
リジン－２，５－ジオン－イル、４－（Ｒ２５）－ピペラジン－２－オン－イル、４－（
Ｒ２５）－ピペラジン－２，６－ジオン－イル又は４－（Ｒ２５）－１，４－ジアゼパン
－５－オン－イルであり、その際、
Ｒ２５は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、フェニル－Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルキルカ
ルボニル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、モノ－もしくはジ－Ｃ1～Ｃ4－
アルキルアミノ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、フェニル、ピリミジル、ピリジル、ホルミル、Ｃ

3～Ｃ7－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ7－シクロアルキルメチル又はＲ２５１及び／又はＲ２
５２で置換されたフェニルであり、その際、
Ｒ２５１は、ハロゲン、シアノ又はＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｒ２５２は、ハロゲン又はＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｒ３は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ハロゲン、トリフルオロメチル、Ｃ1～Ｃ4－アルコ
キシ又は完全にもしくは大部分がフッ素で置換されたＣ1～Ｃ4－アルコキシであり、
Ｈａｒ１は、親分子基に環炭素原子を介して結合されており、かつピリジル、チエニル、
フラニル、インドリル、ベンゾチエニル、ベンゾフラニル、ベンゾオキサゾリル、ベンゾ
チアゾリル、キノリル又はイソキノリルである、請求項１又は２記載の化合物、それらの
エナンチオマー並びにこれらの化合物及びエナンチオマーの塩。
【請求項４】
　式Ｉで示され、その式中、
Ａは、エチレンであり、
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Ｒ１は、イミダゾピリジン骨格の６位に結合されており、かつフェニル又はＲ２及び／又
はＲ３で置換されたフェニルであり、
Ｒ１１は、水素であり、その際、
Ｒ２は、シアノ、ハロゲン、カルボキシル、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ
、アミノカルボニル、モノ－もしくはジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノカルボニル、Ｃ1～
Ｃ4－アルキルカルボニルアミノ、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシカルボニル、アミノ、モノ－も
しくはジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノ、トリフルオロメチル、ヒドロキシル、Ｃ1～Ｃ4－
アルキルスルホニルアミノ、フェニルスルホニルアミノ又はフェニル－Ｃ1～Ｃ4－アルコ
キシであり、
Ｒ３は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ハロゲン、トリフルオロメチル、Ｃ1～Ｃ4－アルコ
キシ又は完全にもしくは大部分がフッ素で置換されたＣ1～Ｃ4－アルコキシである、請求
項１から３までのいずれか１項記載の化合物、それらのエナンチオマー並びにこれらの化
合物及びエナンチオマーの塩。
【請求項５】
　式Ｉで示され、その式中、
Ａは、エチレンであり、
Ｒ１は、イミダゾピリジン骨格の６位に結合されており、かつＲ２及び／又はＲ３で置換
されたフェニル又はＨａｒ１であり、
Ｒ１１は、水素であり、その際、
Ｒ２は、－ＳＯ2－Ｎ（Ｒ２１）Ｒ２２であり、その際、
Ｒ２１は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ3～Ｃ7－シクロアルキル、フェニル－Ｃ1～Ｃ4

－アルキル、Ｈａｒ２－Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ヒドロキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～
Ｃ4－アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、フェニル、ピリジル又はＲ２１１及び／又はＲ
２１２で置換されたフェニルであり、その際、
Ｈａｒ２は、ピリジル、チエニル又はフリルであり、
Ｒ２１１は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ又はモノ－もしくは
ジ－Ｃ1～Ｃ4－アルキルアミノであり、
Ｒ２１２は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はハロゲンであり、
Ｒ２２は、水素、ヒドロキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－
アルキル又はＣ1～Ｃ4－アルキルであるか、又は
Ｒ２１及びＲ２２は、一緒になって、それらが結合される窒素原子を含んで、複素環式の
環Ｈｅｔ１を形成し、その際、
Ｈｅｔ１は、ピペリジニル、ピロリジニル、アゼチジニル、モルホリニル、チオモルホリ
ニル、Ｓ－オキソ－チオモルホリニル又はＳ，Ｓ－ジオキソ－チオモルホリニル、又はイ
ンドリニル、イソインドリニル、１，２，３，４－テトラヒドロキノリニル又は１，２，
３，４－テトラヒドロイソキノリニル、又はピペラジニル又はホモピペラジニル、又は４
Ｎ－（Ｒ２５）－ピペラジニル又は４Ｎ－（Ｒ２５）－ホモピペラジニル、２－オキソピ
ロリジニル、２－オキソイミダゾリジニル、２－オキソピペリジニル、２，５－ジオキソ
ピロリジニル、２，５－ジオキソイミダゾリジニル、２，６－ジオキソピペリジニル、２
－オキソピペラジニル、２，６－ジオキソピペラジニル又は５－オキソ－１，４－ジアゼ
パニル、３－（Ｒ２５）－イミダゾリジン－２－オン－イル、３－（Ｒ２５）－イミダゾ
リジン－２，５－ジオン－イル、４－（Ｒ２５）－ピペラジン－２－オン－イル、４－（
Ｒ２５）－ピペラジン－２，６－ジオン－イル又は４－（Ｒ２５）－１，４－ジアゼパン
－５－オン－イルであり、その際、
Ｒ２５は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、フェニル－Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｃ1～Ｃ4－アルキルカ
ルボニル、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、モノ－もしくはジ－Ｃ1～Ｃ4－
アルキルアミノ－Ｃ2～Ｃ4－アルキル、フェニル、ピリミジル、ピリジル、ホルミル、Ｃ

3～Ｃ7－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ7－シクロアルキルメチル又はＲ２５１及び／又はＲ２
５２で置換されたフェニルであり、その際、
Ｒ２５１は、ハロゲン、シアノ又はＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
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Ｒ２５２は、ハロゲン又はＣ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｒ３は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、ハロゲン、トリフルオロメチル、Ｃ1～Ｃ4－アルコ
キシ又は完全にもしくは大部分がフッ素で置換されたＣ1～Ｃ4－アルコキシである、請求
項１から３までのいずれか１項記載の化合物、それらのエナンチオマー並びにこれらの化
合物及びエナンチオマーの塩。
【請求項６】
　式Ｉで示され、その式中、
Ａは、Ｃ1～Ｃ4－アルキレンであり、
Ｒ１は、フェニル、Ｒ２で置換されたフェニル又はＨａｒ１であり、
Ｒ１１は、水素であり、その際、
Ｒ２は、シアノ、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ又は－ＳＯ2－Ｎ（Ｒ２１）Ｒ２２であり、その
際、
Ｒ２１は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｈａｒ２－Ｃ1～Ｃ4－アルキル、フェニル又はＲ
２１１及び／又はＲ２１２で置換されたフェニルであり、その際、
Ｈａｒ２は、フリル又はテトラヒドロフラニルであり、
Ｒ２１１は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はハロゲンであり、
Ｒ２１２は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はハロゲンであり、
Ｒ２２は、水素又はＣ1～Ｃ4－アルキルであるか、又は
Ｒ２１及びＲ２２は、一緒になって、それらが結合される窒素原子を含んで、複素環式の
環Ｈｅｔ１を形成し、その際、
Ｈｅｔ１は、窒素、酸素及び硫黄から無関係に選択される１～３個のヘテロ原子を有する
、３員ないし７員の単環式の完全飽和の非芳香族の複素環式の環Ｂであり、かつ前記の環
Ｈｅｔ１は、Ｒ２３によって環炭素原子上で置換されていてよい及び／又は前記の環Ｈｅ
ｔ１は、Ｒ２５によって環窒素原子上で置換されていてよく、その際、
Ｒ２３は、Ｃ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｒ２５は、Ｃ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｈａｒ１は、親分子基に環炭素原子を介して結合されており、かつ窒素、酸素及び硫黄か
らなる群からそれぞれ選択される１～３個のヘテロ原子を有する、単環式のもしくは縮合
二環式の５員ないし１０員の不飽和のヘテロアリール基である、請求項１記載の化合物、
それらのエナンチオマー並びにこれらの化合物及びエナンチオマーの塩。
【請求項７】
　式Ｉで示され、その式中、
Ａは、エチレンであり、
Ｒ１は、フェニル、Ｒ２で置換されたフェニル又はＨａｒ１であり、
Ｒ１１は、水素であり、その際、
Ｒ２は、シアノ、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ又は－ＳＯ2－Ｎ（Ｒ２１）Ｒ２２であり、その
際、
Ｒ２１は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｈａｒ２－Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はＲ２１１及び
／又はＲ２１２で置換されたフェニルであり、その際、
Ｈａｒ２は、テトラヒドロフラニルであり、
Ｒ２１１は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はハロゲンであり、
Ｒ２１２は、Ｃ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｒ２２は、水素又はＣ1～Ｃ4－アルキルであるか、又は
Ｒ２１及びＲ２２は、一緒になって、それらが結合される窒素原子を含んで、複素環式の
環Ｈｅｔ１を形成し、その際、
Ｈｅｔ１は、１～３個の窒素原子を有する、４員ないし６員の単環式の完全飽和の非芳香
族の複素環式の環Ｂであり、かつ前記の環Ｈｅｔ１は、Ｒ２５によって環窒素原子上で置
換されていてよく、その際、
Ｒ２５は、Ｃ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｈａｒ１は、親分子基に環炭素原子を介して結合されており、かつ１個の酸素原子を有す
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る、縮合二環式の９員の不飽和のヘテロアリール基である、請求項１又は６記載の化合物
、それらのエナンチオマー並びにこれらの化合物及びエナンチオマーの塩。
【請求項８】
　式Ｉで示され、その式中、
Ａは、エチレンであり、
Ｒ１は、フェニル、Ｒ２で置換されたフェニル又はＨａｒ１であり、
Ｒ１１は、水素であり、その際、
Ｒ２は、シアノ、Ｃ1～Ｃ4－アルコキシ又は－ＳＯ2－Ｎ（Ｒ２１）Ｒ２２であり、その
際、
Ｒ２１は、水素、Ｃ1～Ｃ4－アルキル、Ｈａｒ２－Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はＲ２１１及び
／又はＲ２１２で置換されたフェニルであり、その際、
Ｈａｒ２は、テトラヒドロフラニルであり、
Ｒ２１１は、Ｃ1～Ｃ4－アルキル又はハロゲンであり、
Ｒ２１２は、Ｃ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｒ２２は、水素又はＣ1～Ｃ4－アルキルであるか、又は
Ｒ２１及びＲ２２は、一緒になって、それらが結合される窒素原子を含んで、複素環式の
環Ｈｅｔ１を形成し、その際、
Ｈｅｔ１は、アゼチジニル環又はピペラジニル環であり、前記の環Ｈｅｔ１は、Ｒ２５に
よって環窒素原子上で置換されていてよく、その際、
Ｒ２５は、Ｃ1～Ｃ4－アルキルであり、
Ｈａｒ１は、親分子基に環炭素原子を介して結合されており、かつベンゾフラニル環であ
る、請求項１、６又は７のいずれか１項記載の化合物、それらのエナンチオマー並びにこ
れらの化合物及びエナンチオマーの塩。
【請求項９】
　請求項８記載の化合物であって、７－［２－（６－フェニル－３Ｈ－イミダゾ［４，５
－ｂ］ピリジン－２－イル）－エチル］－４，５，６，７－テトラヒドロ－３Ｈ－アゼピ
ン－２－イルアミン、７－［２－（６－｛４－シアノ－フェン－１－イル｝－３Ｈ－イミ
ダゾ［４，５－ｂ］ピリジン－２－イル）－エチル］－４，５，６，７－テトラヒドロ－
３Ｈ－アゼピン－２－イルアミン、７－｛２－［６－（４－メトキシ－フェニル）－３Ｈ
－イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン－２－イル］－エチル｝－４，５，６，７－テトラヒ
ドロ－３Ｈ－アゼピン－２－イルアミン、７－［２－（６－ベンゾフラン－２－イル－３
Ｈ－イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン－２－イル）－エチル］－４，５，６，７－テトラ
ヒドロ－３Ｈ－アゼピン－２－イルアミン、４－｛２－［２－（７－アミノ－３，４，５
，６－テトラヒドロ－２Ｈ－アゼピン－２－イル）－エチル］－３Ｈ－イミダゾ［４，５
－ｂ］ピリジン－６－イル｝－Ｎ，Ｎ－ジメチル－ベンゼンスルホンアミド、７－（２－
｛６－［４－（アゼチジン－１－スルホニル）－フェニル］－３Ｈ－イミダゾ［４，５－
ｂ］ピリジン－２－イル｝－エチル）－４，５，６，７－テトラヒドロ－３Ｈ－アゼピン
－２－イルアミン、７－（２－｛６－［４－（４－エチル－ピペラジン－１－スルホニル
）－フェニル］－３Ｈ－イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン－２－イル｝－エチル）－４，
５，６，７－テトラヒドロ－３Ｈ－アゼピン－２－イルアミン、４－｛２－［２－（７－
アミノ－３，４，５，６－テトラヒドロ－２Ｈ－アゼピン－２－イル）－エチル］－３Ｈ
－イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン－６－イル｝－Ｎ－（２－フルオロ－４－メチル－フ
ェニル）－ベンゼンスルホンアミド、４－｛２－［２－（７－アミノ－３，４，５，６－
テトラヒドロ－２Ｈ－アゼピン－２－イル）－エチル］－３Ｈ－イミダゾ［４，５－ｂ］
ピリジン－６－イル｝－Ｎ－ｏ－トリル－ベンゼンスルホンアミド、及び４－｛２－［２
－（７－アミノ－３，４，５，６－テトラヒドロ－２Ｈ－アゼピン－２－イル）－エチル
］－３Ｈ－イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン－６－イル｝－Ｎ－メチル－Ｎ－（テトラヒ
ドロフラン－２－イルメチル）－ベンゼンスルホンアミドからなる群から選択される化合
物。
【請求項１０】
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　請求項１から９までのいずれか１項記載の１種以上の化合物と一緒に通常の医薬品助剤
及び／又は賦形剤を含有する、急性炎症性疾患もしくは慢性炎症性疾患の治療用の医薬組
成物。
【請求項１１】
　請求項１から９までのいずれか１項記載の化合物を、急性炎症性疾患の治療のための医
薬組成物の製造のために用いる使用。
【請求項１２】
　請求項１から９までのいずれか１項記載の化合物を、末梢器官及びＣＮＳの慢性炎症性
疾患の治療のための医薬組成物の製造のために用いる使用。
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